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２
月
３
日
、
う
た
み
ん
駐
車
場
特
設
会
場
で
「
歌
志
内
な
ま
は
げ
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ち
に
活
気
を
呼
び
込
も
う
と
昭
和
　
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
今

６２

年
で
　
回
目
を
迎
え
た
こ
の
祭
り
は
、
北
海
道
で
唯
一
の
な
ま
は
げ

３３

祭
り
で
、
今
で
は
歌
志
内
の
冬
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
祭
り
に
は
バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
見
学

の
方
や
市
内
外
か
ら
の
子
ど
も
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
な
ま
は
げ
が
「
泣
く
子
は
い
ね
ぇ
が
～
」「
悪
い
子
は
い
ね
ぇ
が

～
」
と
大
声
を
張
り
上
げ
な
が
ら
練
り
歩
き
、
な
ま
は
げ
に
捕
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
泣
き
な
が
ら
「
よ
い
子
に
な
り
ま
す
」
と
約
束
し
て
い

ま
し
た
。　

　
ま
た
、
翌
日
４
日
は
、
市
内
の
事
業
所
や
施
設
を
訪
問
し
、
商
売
繁

盛
・
家
内
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

な

ま

は

げ

祭

な

ま

は

げ

祭

りり

第

回
歌
志

第
　
回
歌
志
内内

３３３３

まちに活気をまちに活気を！！
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中中央央ババスス「「焼焼山山線線」」はは
３３月月末末でで廃廃止止ににななりりまますす
中央バス「焼山線」は
　３月末で廃止になります

　昭和６３年、ＪＲ歌志内線の廃止に伴い運行を開始した、中央バス「焼山線」は、３月３１日（日）の

運行をもって廃止となります。

　「焼山線」は、人口減少や自家用車の普及などにより利用者の減少が続き、今年度の利用者数は、平

成１１年度と比べ、２０年間で約６割減少しました。

　また、慢性的な赤字運行のため、バス会社に対して、国・北海道・砂川市と協調して運行経費補償

金を支出しており、今年度の市の補償金額は１，７００万円を超えています。

　「焼山線」を今後も維持するためには、多額の補償金を支出しなければなりません。また、市内には

赤平市と滝川市を結ぶ「歌志内線」(上砂川経由)が運行しており、近隣への移動手段は確保されている

状況にあります。

　ただし、その「歌志内線」についても、近隣全体の人口減により利用者が減少傾向にあり、このま

までは「歌志内線」も運行経費を補てんすることとなる恐れがあります。そのため、「歌志内線」の運

行を優先することとし、砂川市や中央バスと協議を行い、「焼山線」は廃止することといたしました。

　現在、「焼山線」を利用されている皆さまには不便をおかけいたしますが、ご理解をお願いいたします。

　なお、中央バス「歌志内線」(上砂川経由)は、４月以降もそのまま運行します。

       

補償金額１便当たり平均利用者年間利用者焼山線利用者等の比較

１７，１９７，５８９円　５．６人　　３１，１９６人　平成３０年度①

７，５４５，７０２円　１３．４人　　７５，５６１人　平成１１年度②

９，６５１，８８７円　△７．８人　　△４４，３６５人　差引①－②

〈問い合わせ〉企画広報グループ（市役所３階緯４２～３２１４）

　　　　　　　北海道中央バス（株）空知統轄事務所（緯２２～２１０４）

　　　　　　　　　　　　　　　　　滝川営業所（緯２４～６１９１）
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　本市の選挙人名簿に登録されていて、それぞれ次の年齢及び住所要件に該当する方です。

■北海道知事・北海道議会議員選挙

　平成１３年４月８日以前に生まれた日本国民で、平成３０年１２月２０日（道議は平成３０年１２月２８日）以前に

本市に転入、住民登録をし、投票日（期日前投票日を含む）まで引き続き居住している方。

　なお、本市の選挙人名簿に登録されている方で、道内の他市町村に転出し引き続き居住している方

は、本市で投票することができます。ただし、この場合はいずれかの市町村長が交付する証明書が必

要です。また、本市に転入してきた方で、本市の選挙人名簿に登録されていない方は、転入前の市町

村選挙管理委員会にお問い合わせください。

■歌志内市議会議員選挙

　平成１３年４月２２日以前に生まれた日本国民で、平成３１年１月１３日以前に本市に転入、住民登録をし、

投票日（期日前投票日を含む）まで引き続き居住している方。

■投票所と投票区域

区　　　　　域投　票　所投票区

本町第一・第二・中央・川向、東光二区・三区コミュニティセンター第１投票区

上歌旭町・新栄町・曙町上歌新栄地区集会所第２投票区

歌神一区・二区・三区・市街・社宅歌神地区集会所第３投票区

神威市街・桜沢・錦ヶ岡・神楽岡神威児童センター第４投票区

神威美山町、中村市街・日の出・宮下町・中央団地中村地区集会所第５投票区

文珠第一・第二・新泉町・しらかば団地社会福祉協議会第６投票区

文珠第三歌志内中学校第７投票区

本市で投票できる方

▼

第
５
・
第
６
投
票
区
は
、
前
回

の
選
挙
と
投
票
所
が
変
わ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■不在者投票
　投票日当日に投票所へ行けず、かつ期日前投票所にも行けないときは、不在者投票制度をご利用く

ださい。書類のやりとりを郵送で行うため時間がかかりますので、お早めに手続きをしてください。

①滞在地での不在者投票

　仕事や旅行などで、選挙期間中、遠くの市町村に滞在している方は、滞在先の選挙管理委員会で不

在者投票ができます。滞在先に投票用紙等を取り寄せる必要があります。

②指定病院等での不在者投票

　都道府県の選挙管理委員会が指定した病院や老人ホーム等に入院・入所中の方は、その施設内で不

在者投票ができます。

③郵便等による不在者投票

　身体に重度の障がいがある方や一定の要介護状態（要介護５）にある方は、郵便等による不在者投

票ができます。ただし、あらかじめ証明書の交付を受ける必要があります。

歌志内市議会
議 員 選 挙

北 海 道 議 会
議 員 選 挙

北 海 道 知 事
選 挙

区 分

４月15日（月）～

４月20日（土）

3月30日（土）～

４月6日（土）

３月22日（金）～

４月6日（土）

期 間

８時３０分～２０時（土・日曜日を含む）時 間

市役所２階（選挙管理委員会事務局）場 所

■期日前投票ができる期間、時間と場所

■期日前投票
　投票日に都合があり投票所へ行けない方は、

投票日と同じように投票することができる期日

前投票制度をご利用ください。

①期日前投票ができる主な理由

▽仕事や学業、冠婚葬祭などがあるとき

▽用務や事故のため、投票区域外に旅行や滞在

するとき

▽病気、入院などにより歩行困難であるとき

▽本市の選挙人名簿に登録されている方で、他市町村に転出予定があるとき

②期日前投票に必要なもの

▽投票所入場券（はがき）

※期日前投票を利用するときは裏面の宣誓書に必要事項を記入してご持参ください。印鑑は不要です。

期日前投票と不在者投票

統一地方選挙の投票日統一地方選挙の投票日はは
知知事事・・道道義 ４月７日（日義　４月７日（日））

市議会議員 ４月２１日（日市議会議員　４月２１日（日））
今年は統一地方選挙の年にあた今年は統一地方選挙の年にあたりり、本市では、北海道知事・北海、本市では、北海道知事・北海道道

議会議員及び歌志内市議会議員の３つの選挙が行われます議会議員及び歌志内市議会議員の３つの選挙が行われます。。　

〈選挙管理委員〈選挙管理委員会会緯緯４２～３２１２４２～３２１２〉〉
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▲

小
学
校
入
学
を
楽
し
み
に
待
つ
、

認
定
こ
ど
も
園
あ
お
ぞ
ら
に
通

う
子
ど
も
た
ち

　
夢
い
っ
ぱ
い
の
小
学
校
入
学
式

ま
で
、
あ
と
１
か
月
と
な
り
ま
し

た
。

　
小
学
校
入
学
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
勉
強
し
た

り
、
お
い
し
い
給
食
を
食
べ
た
り
、

お
友
だ
ち
や
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
楽
し
い
学
校

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
春
、
歌
志
内
小
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
は
次
の
８
人
で

す
（
１
月
末
現
在
）
。

　
お
名
前
が
な
か
っ
た
り
住
所
を

変
更
し
た
と
き
は
、
教
育
委
員
会

（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
 遠
  藤
 　
 希
花
 ち
ゃ
ん

え
ん
 ど
う
 

の
の
か

▽
 熊
  谷
 　
 梨
  々
  花
 ち
ゃ
ん

く
ま
 が
い
 

り
 
り
 
か

▽
 清
水
野
 　
 凪
  咲
 ち
ゃ
ん

し
み
ず
の
 

な
ぎ
 
さ

▽
 西
  本
 　
 侑
  世
 く
ん

に
し
 も
と
 

ゆ
う
 せ
い

▽
 久
  道
 　
 亜
  里
 く
ん

ひ
さ
 み
ち
 

あ
 
さ
と

▽
 前
  川
 　
 勝
  誠
 く
ん

ま
え
 か
わ
 
し
ょ
う
 せ
い

▽
 水
  野
 　
 愛
  梨
 ち
ゃ
ん

み
ず
 
の
 

あ
い
 
り

▽
 水
  戸
 　
 秀
  悟
 く
ん

み
 
と
 

し
ゅ
う
 
ご

あ
と
１
か
月
で
小
学
生
だ
よ
！

※１　現役並み所得者の限度額は、平成３０年８月以降からの額で、それ以前は全て６７万円です。

※２　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

※３　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給

額が８０万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

■高額介護合算療養費について

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。

　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限

度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。

　なお、手続きには市役所窓口への申請が必要です。

▽後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象外です。

▽支給額が５００円以下の場合は支給されません。

■高額介護合算療養費勧奨通知について

　高額介護合算療養費の勧奨通知は、支給対象となる方に例年１月以降に発送していましたが、平成

２９年度分（計算対象期間：平成２９年８月１日～平成３０年７月３１日）は、３月以降に発送予定です。

■問い合わせ　戸籍保険グループ（市役所１階緯４２～３２１７）

　　　　　　　北海道後期高齢者医療広域連合（緯０１１～２９０～５６０１）

申請される方は、市民課戸籍保険グループまでお申し出ください。

後期高齢者医療制度のお知ら後期高齢者医療制度のお知らせせ

自己負担額基準額区　　　　分負担割合

２１２万円課税所得６９０万円以上

現役並み所得者※１３割 １４１万円課税所得３８０万円以上

６７万円課税所得１４５万円以上

５６万円課税所得１４５万円未満一　　　　　般

１割 ３１万円区分Ⅱ※２
市民税非課税世帯

１９万円区分Ⅰ※３

■自己負担限度額表 【1年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月３１日】
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

国
民
年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

あああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

あ
な
た
の
た
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ななななななななななななななななななななな
ののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

 

み
ん
な
の
た
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
延
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
年
齢
を
重
ね

て
い
く
に
つ
れ
て
老
後
の
生
活
費
の
不
安
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
国
民
年
金
に
は
老
後
の
生
活
を
支
え
、
生
涯
受
け
取
れ
る
「
老
齢
基

礎
年
金
」、
ま
た
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
が
い
を
負
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」、
一

家
の
大
黒
柱
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」の
３
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
未
納
の
期
間
な
ど
が
あ
る
と
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
行
い
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

 

〈
砂
川
年
金
事
務
所
 緯
５
２
～
２
１
４
４
、
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
１
階
 緯
４
２
～
３
２
１
７
〉

障
害
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
含

む
）
が
　
年
（
１
２
０
か
月
）
以

１０

上
あ
る
方
が
原
則
　
歳
か
ら
支
給

65

さ
れ
ま
す
。

　
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の

２０

６０

　
年
間
（
4
8
0
か
月
）
全
て
の

４０月
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
、

満
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
　
年
４
月
か
ら
の
年
金
額
 

３０

▽
　
万
９
，３
０
０
円
（
満
額
）

７７
　
国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
日

（
障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

や
け
が
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
医

師
の
診
療
を
受
け
た
日
）
の
あ
る

病
気
や
け
が
で
、
障
害
等
級
表
1

級
・
2
級
に
よ
る
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
方
に
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
と
は
別
の
基

準
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
　
年
4
月
か
ら
の
年
金
額

３０

▽
１
級
　
　
　
　
万
４
，１
２
５
円

９７

▽
２
級
　
　
　
　
万
９
，３
０
０
円

７７

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
国
民
年
金
加
入
中
の
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の

あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
、
子

が
　
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

１８
の
3
月
　
日
ま
で
、
あ
る
い
は
障

３１

害
等
級
1
級
・
2
級
の
障
が
い
の

あ
る
子
の
場
合
は
　
歳
に
な
る
ま

２０

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
　
年
４
月
か
ら
の
年
金
額

３０

▽
子
の
あ
る
妻
（
子
が
1
人
の
と

き
） 

１
０
０
万
３
，６
０
０
円

▽
子
の
み
（
子
が
１
人
の
と
き
）

 

　
万
９
，３
０
０
円

７７

年
金
に
関
す
る
手
続
や
保
険

料
の
納
付
は
忘
れ
ず
に
！

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
が
会

２０

６０

社
を
退
職
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
な
ど
か
ら
、
ご
自
分
で
国
民

年
金
に
切
り
替
え
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
、
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶

者
も
切
り
替
え
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
う
っ
か
り
手
続
き
を
忘
れ
た
り
、

保
険
料
を
未
納
に
し
て
い
る
と
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ

れ
た
り
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

を
受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
に
は
、
免
除
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

福
祉
灯
油
助
成
券
の
交

福
祉
灯
油
助
成
券
の
交
付付

を
受
け
て
い
な

を
受
け
て
い
な
いい
方
へ
方
へ

　
市
で
は
、
市
民
税
非
課
税
の
高

齢
者
世
帯
等
に
福
祉
灯
油
助
成
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯

に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
助
成
券

の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
ま
だ
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の

　
通
知
封
書
一
式
（
申
請
書
・
お

知
ら
せ
通
知
）
、
印
鑑
、
本
人
が

確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）
、
身
体
障
害
者

手
帳
（
重
度
身
体
障
が
い
者
世
帯

の
み
）
、
委
任
状
（
申
請
者
が
同
居

の
親
族
以
外
の
場
合
）

▼
申
請
期
日

　
３
月
　
日
（
金
）
ま
で

２２

▼
助
成
内
容

　
１
世
帯
当
た
り
６
，０
０
０
円
の

助
成
券
１
枚

▼
交
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　
介
護
・
在
宅
支
援
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
福
祉
・
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～
３
２

１
３
）
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消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く

８
年
の
月
日
が
流
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
巨
大
地
震
に
伴
う
大
津

波
と
火
災
に
よ
っ
て
多
く
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

日
本
は
地
理
的
に
地
震
が
発
生
し

や
す
い
地
域
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
族
や
友

人
と
地
震
対
策
や
火
災
予
防
に
つ

い
て
話
し
合
い
、「
い
ざ
」
と
い
う

と
き
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
へ
の
対
応
と
備
え

▽
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
ら
机

や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
も
ぐ

り
、
落
下
物
か
ら
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

▽
揺
れ
が
お
さ
ま
り
、
身
の
安
全

が
確
保
さ
れ
た
ら
ド
ア
や
窓
を

開
け
避
難
口
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。

▽
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
火
の

元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▽
大
き
な
地
震
の
後
に
は
余
震
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

倒
れ
か
か
っ
た
タ
ン
ス
や
本
棚
、

冷
蔵
庫
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
災
害
発
生
に
備
え
て
、
地
域
の

避
難
場
所
を
日
ご
ろ
か
ら
家
族

で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
火
災
へ
の
対
応
と
備
え

▽
「
火
事
だ
」
と
大
声
で
周
囲
に

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
避
難
す
る
と
き
は
煙
を
吸
わ
な

い
よ
う
口
に
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を

あ
て
姿
勢
を
低
く
し
、
避
難
後

は
忘
れ
物
等
が
あ
っ
て
も
絶
対

に
戻
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
た
め

に
浴
槽
に
水
を
た
め
て
お
き
、

消
火
器
を
備
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
非
常
持
出
袋
（
最
低
限
必
要
な

物
）

▽
貴
重
品
類
（
印
鑑
、
預
金
通
帳
、

小
銭
等
）

▽
携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
（
予

備
電
池
も
忘
れ
ず
に
）

▽
衣
類
（
セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ

ー
、
下
着
等
）

▽
応
急
医
薬
品
（
包
帯
、
消
毒
薬
、

胃
腸
薬
等
）

▽
非
常
食
（
乾
パ
ン
・
缶
詰
等
）
、

飲
料
水
（
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
等
）

※
水
と
食
料
は
３
日
分
、
家
族
全

員
の
分
を
備
蓄
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
避
難
時
に
す
ぐ
に
取

り
出
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

備
え
よ
う
！

        地
震
・
火
災
対
策

落
雪
・
雪
崩
に
注
意
！

▽
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
暖
気
が
続

く
こ
と
が
あ
る
た
め
、
屋
根
か

ら
の
落
雪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
軒
下
に
灯
油
タ
ン
ク
が
あ
る
場

合
、
落
雪
に
よ
り
配
管
が
破
損

し
、
燃
料
が
漏
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
定
期
的
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▽
気
温
の
上
昇
で
積
雪
が
緩
み
雪

崩
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

山
岳
部
の
道
路
を
通
行
す
る
際

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

平
成
を
振
り
返

平
成
を
振
り
返
りり

　
２
月
号
に
引
き
続
き
、
今
回
は

平
成
　
年
か
ら
　
年
ま
で
の
主
な

１１

２０

で
き
事
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
平
成
　
年
１１

▽
道
の
駅
「
う
た
し
な
い
チ
ロ
ル

の
湯
」
オ
ー
プ
ン
（
２
月
）

▼
平
成
　
年
１２

▽
広
報
う
た
し
な
い
１
，０
０
０
号

達
成
（
　
月
）

１０

▼
平
成
　
年
１３

▽
歌
志
内
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

（
７
月
）

▼
平
成
　
年
１４

▽
（
株
）
太
陽
フ
ァ
ー
ム
に
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
栽
培
事
業
継
承

（
　
月
）

１０

▼
平
成
　
年
１５

▽
新
歌
志
内
ト
ン
ネ
ル
開
通
（
４

月
）

▼
平
成
　
年
１６

▽
新
市
立
病
院
診
療
開
始
（
４

月
）

▽
中
空
知
地
域
合
併
協
議
会
解
散

（
９
月
）

▼
平
成
　
年
１７

▽
歌
志
内
市
民
ま
つ
り
が
　
回
で

３０

最
終
回
を
迎
え
る
（
７
月
）

▼
平
成
　
年
１８

▽
指
定
管
理
者
社
会
福
祉
法
人
ほ

く
志
会
に
よ
る
養
護
老
人
ホ
ー

ム
楽
生
園
運
営
開
始
（
４
月
）

▼
平
成
　
年
１９

▽
赤
字
再
建
団
体
回
避
の
た
め
の

自
主
財
政
健
全
化
計
画
策
定

（
３
月
）

▽
チ
ロ
ル
の
湯
及
び
ア
リ
ー
ナ
チ

ロ
ル
を
（
株
）
歌
志
内
振
興
公

社
に
売
却
（
３
月
）

▼
平
成
　
年
２０

▽
歌
志
内
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
条
例
制
定
（
９
月
）

　
平
成
の
中
盤
で
は
、
平
成
　
年
１６

に
中
空
知
地
域
合
併
協
議
会
が
発

足
さ
れ
ま
し
た
が
、
協
議
会
が
解

散
と
な
り
４
市
２
町
の
合
併
協
議

が
残
念
な
が
ら
不
調
に
終
わ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
　
年
か
ら
、

１８

空
知
産
炭
地
域
総
合
発
展
基
金
問

題
や
赤
字
再
建
団
体
へ
の
転
落
回

避
の
た
め
、
職
員
の
退
職
者
不
補

充
の
継
続
や
給
料
の
削
減
、
施
設

売
却
に
よ
る
経
営
移
管
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
促
進
な
ど
を
行

っ
た
時
代
で
し
た
。

〈
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
〉

平
成
平
成
　
年年
１１１１

～
平
成

　
　
　
～
平
成
　
年年
２０２０

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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『
サ

バ
缶
の
ト
マ
ト
煮
』

▼材料４人分
　サバの水煮缶 … １缶(190g)
　カットトマト缶 …… １／２缶
　玉ねぎ ……………… １／２個
　オリーブ油 ……… 小さじ１
　コンソメ …………… １／２個
　ケチャップ …… 大さじ１／２
　粒マスタード … 小さじ１／２
　こしょう ……………… 少々
▼１人分栄養価
　エネルギー ……… １２３kcal
　カルシウム ……… １３４ｍｇ
　塩分 ………………… ０．７ｇ

　
歌
志
内
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
（
 黒
  田
 

く
ろ
 
だ

 征
  子
 会
長
・
推
進
員
　

ま
さ
 
こ

１６

名
）
か
ら
、
お
す
す
め

の
健
康
料
理
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、

話
題
の
サ
バ
水
煮
缶
で

作
る
１
品
で
す
。
サ
バ

の
水
煮
缶
は
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ

に
し
た
り
肥
満
予
防
効
果
が
あ
る

E
P
A
と
D
H
A
が
効
率
よ
く
摂

れ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
豊
富
で
塩
分
控

え
め
、
ま
た
価
格
も
お
手
ご
ろ
で
、

長
期
保
存
可
能
な
優
れ
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
食
べ
過
ぎ
る
と
高
カ
ロ

リ
ー
に
な
る
の
で
１
食
に
３
分
の

１
缶
程
度
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
は
ん
に
添
え
て
、
ト
ー
ス
ト

 ●
料
理
の
作
り
方

 ●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

に
の
せ
て
、
パ
ス
タ
に
か
け
て
、

と
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
で
楽
し
め

ま
す
。

①
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
に
し
、
オ
リ

ー
ブ
油
で
炒
め
る
。

②
①
に
サ
バ
缶
（
汁
ご
と
）
、
ト
マ

ト
缶
、
コ
ン
ソ
メ
、
ケ
チ
ャ
ッ

プ
を
入
れ
て
中
火
で
５
分
ほ
ど

煮
る
。

③
粒
マ
ス
タ
ー
ド
と
こ
し
ょ
う
を

加
え
、
１
分
ほ
ど
煮
る
。

▽
サ
バ
の
身
は
、
か
た
ま
り
の
ま

ま
で
も
、
崩
し
て
も
、
お
好
み

で
ど
う
ぞ
。

▽
ト
マ
ト
缶
は
カ
ッ
ト
タ
イ
プ
が

お
手
軽
で
す
。
夏
は
生
ト
マ
ト

で
作
る
の
も
お
す
す
め
で
す
！

道
路
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

　
今
後
、
急
激
に
増
加
し
て
い
く

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
と

し
て
、
適
切
な
時
期
に
点
検
・
補

修
・
更
新
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、

石
狩
・
空
知
地
方
で
は
、
各
道
路

管
理
者
で
構
成
さ
れ
た
「
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
札
幌
地
方
会
議
」
に

よ
り
、
老
朽
化
対
策
に
お
け
る
連

携
・
検
討
体
制
を
整
え
、
様
々
な

課
題
等
を
共
有
し
効
果
的
な
老
朽

化
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
札
幌
地

方
会
議
」
と
は
、
札
幌
開
発
建

設
部
、
北
海
道
、
N
E
X
C
O

東
日
本
、
管
内
全
て
の
市
町
村

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
石
狩
・
空

知
地
方
の
道
路
管
理
を
効
果
的

に
行
う
た
め
、
各
道
路
管
理
者

が
相
互
に
連
絡
調
整
及
び
協
議

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な

道
路
管
理
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
　
年
度
に
発
足

２６

し
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
の
「
道
路
メ
ン
テ

３０

ナ
ン
ス
札
幌
地
方
会
議
」
の
取

り
組
み
状
況

　
技
術
力
向
上
の
た
め
、　

月
　

１０

２９

日
に
滝
川
市
、　

月
7
日
に
恵
庭

１１

市
、　

月
8
日
に
岩
見
沢
市
で
、

１１

橋
り
ょ
う
補
修
工
事
、
橋
り
ょ
う

点
検
・
補
修
の
講
習
会
を
実
施
し
、

約
　
人
の
市
町
村
職
員
が
参
加
し

５０
ま
し
た
。

▽
道
路
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、「
北
海
道
か
け

橋
カ
ー
ド
」
を
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

配
布
場
所

等
の
詳
細

は
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド
を
読

み
取
り
願
い
ま
す
。

▽
道
路
の
老
朽
化
対
策
、
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
を
国
土
交
通

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

臼
道
路
の
老
朽
化
対
策
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.m
lit.g
o
.jp
/
r
o
a
d
/

s
is
a
k
u
/
y
o
b
o
h
o
z
e
n
/
y
o

b
o
h
o
z
e
n
.h
tm
l)

渦
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
（h

t

tp
:/
/
w
w
w
.m
lit.g
o
.jp
/
r

o
a
d
/
s
is
a
k
u
/
y
o
b
o
h
o
z
e

n
/
y
o
b
o
h
o
z
e
n
_
m
a
in
t_
h

2
9
.h
tm
l)

　
橋
り
ょ
う
等
の
点
検
・
補
修
工

事
で
は
、
通
行
規
制
な
ど
皆
さ
ま

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
土
木
建
築
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
～

２
２
２
３
）

▲点検・診断現地講習会実施状況（岩

見沢市）

▲北海道かけ橋カード（全３１

種類）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥



99 平成３１年３月号

　がん検診の目的は、がんを早期に発見し、適切な治療を行うことで、がんに

よる死亡率を減少させることです。

　早期に発見できれば、治療の選択肢も多く、治療後における予後も良好で、

ＱＯＬ（生活の質）の維持も図りやすいと言われています。

　無症状のうちにがんを早期発見するために、がん検診に関する正しい知識を

持ち、がん検診を受診しましょう。

　日本人の死因の第1位は「がん」で、これは歌志内市においても同様です。

　がんは、進行した段階で発見されると、身体面・精神面・金銭面の負担が大きく、医療費も高額に

なってきます。

　医療費がかかるのは、通院より入院です。

　右の図のように、入院する人の割合は、全体の

５．６％なのに対し、医療費は通院の費用を上回ってい

ます。

　これは、入院の方が治療期間が長くなることや、

高度な医療を必要とすることなどにより、1人当た

りの医療費が高額になるためです。

★入院医療費が高額な疾患の順位（平成29年度）

　１位　精神疾患

　２位　が　ん（うち一番多いがんは大腸がん、次いで肺がん）

　３位　筋・骨格系

★死因の順位（平成29年度）　※全死亡数　７５人

　１位　が　ん　２２人閣肺がん４人、大腸がん２人、胃がん２人
　２位　心疾患　１２人

　３位　肺　炎　１１人

　胃がん、肺がん、大腸

がんは、市で検診を実

施しています。

※その他子宮がん、乳

がん検診も実施して

います。

★歌志内市のがん検診の受診状況（平成30年度）
★とってもお得ながん検診！

＜1件当たりの検診料＞

　胃がん検診：　５，３５０円

　肺がん検診：　１，５８０円

　大腸がん検診：２，７１０円

　乳がん検診：　６，１８０円

　子宮がん検診：５，８５０円

　がん検診の自己負担額は、

各がん検診500円（市民税非課

税世帯と生活保護世帯は無

料）で、とってもお得です！

　

　しかし、受診する方は少な

い状況です。

　次回は、『特定健診の結果』についてです。

〈問い合わせ〉保健予防グループ　市役所２階　緯４２～３２１３

◆歌志内市の国民健康保険加入者の医療費の状況について
　歌志内市の国民健康保険加入者の医療費は、1年間で3億円以上かかっています！

　※医療費：平成29年度の入院・通院・薬にかかった医療費


